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１．  はじめに 

三重県では，県内企業，大学等の高等教育機関，

行政機関，支援機関等と連携・協働し，県内企業

の新たな挑戦を支援するために，平成 29 年度か

ら「みえ産学官技術連携研究会」を発足させた．

本連携研究会は，技術分野横断的な研究会活動を

主体として，多様な機関が有機的に連携し，企業

の課題解決や産学官の戦略的な取り組みを通じ，

地域イノベーションの創出を目指すものである．

連携研究会は，地域資源，基盤技術，成長分野及

び広域連携の 4 つの分野研究会で構成されてお

り，さらに研究会の下には特定課題検討会を設置

している． 

窯業研究室では，地域資源研究会の特定課題検討

会のひとつとして，県内窯業関連企業の課題発掘，

陶磁器・セラミックスに関連した技術情報の提供や

特定研究課題に取り組む「窯業技術検討会」を開催

した．今年度は，当室の技術シーズであり，特定研

究課題である省エネ型陶磁器製造技術開発の取り

組み内容の紹介，県内企業との意見交換，共同研究

による商品開発の推進，セラミックス分野の最新の

トピックスの提供などを行った．  

 

２． 窯業技術検討会の開催 

平成 29 年度に実施した検討会の概要を表 1 に

示す．第 1 回窯業技術検討会は，成長分野検討会

第 1 回食と陶の高付加価値化検討会と合同開催

で，四日市市及び伊賀市の 2 会場で開催した． 

第 1 回検討会では，省エネ型陶磁器製造技術の

紹介と題して，当室の技術シーズ 1-6)及び研究計画

を情報提供し，参加企業との意見交換を行った．

特定研究課題では，省エネ型陶磁器産地の創出を

通じた“三重県らしさ”の確立と魅力ある商品開

発による地域産業の活性化を目指している．具体

的には，県内で製造される全ての陶磁器素材の低

温焼成化（1150 C 以下）とそれらを活用した新

商品開発，温度により変色するサーモクロミック

材料の開発に取り組んでいる．  

第 2 回検討会は，平成 29 年度三重県工業研究

所窯業研究室研究発表会と併催で開催した．国立

大学法人名古屋工業大学先進セラミックス研究セ

ンター教授の藤正督氏より「無焼成セラミックス

への挑戦と現状」と題して，原料粉体の活性化処

理による“焼かない”セラミックスについて，実

演を交えて講演いただいた．参加者との意見交換

として，固化のメカニズム，キャスティング後の

脱型時の課題，アモルファス材料への展開の可能

性など活発な議論があった． 

 

３． 共同研究の実施 

第 1 回検討会以後，省エネ型陶磁器素材を用い

た県内陶磁器製造企業との共同研究を行った．す

でに素材開発が完了している低温焼成磁器素地を

活用した商品開発が 2 件，低温焼成耐熱陶器素地

の実用化に向けた研究が 1 件である．次年度以降 
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も，共同研究により，省エネ型陶磁器素材開発及び

それらを用いた商品開発を活発に行っていく予定

である． 

 

４． おわりに 

今後も本検討会の開催を通して，県内企業の課題

やニーズの発掘，企業との共同研究や支援を通じ

て，地域産業の活性化につなげていきたい． 
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表 1 平成 29 年度に開催した窯業技術検討会 

検討会 開催日 場所 内容 
参加 

者数 

第 1 回 

窯業技術検討会 

平成 29 年 

7 月 19 日 

窯業研究室

（四日市） 

【研究紹介】 

省エネ型陶磁器製造技術 

【意見交換】 

 

※第 1 回食と陶の高付加価値化検討会と合同 

開催 

17 名 

平成 29 年 

7 月 25 日 

伊賀焼伝統 

産業会館 

（伊賀） 

15 名 

第 2 回 

窯業技術検討会 

平成 30 年 

3 月 7 日 

ばんこの里 

会館 

【講演】 

無焼成セラミックスへの挑戦と現状 

名古屋工業大学 教授 藤正督 氏 

【意見交換】 

 

※三重県工業研究所窯業研究室研究発表会と 

併催 

21 名 

 


